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「不再戦・平和友好期間」を成功させ 
─戦争法案を廃案に追い込もう─ 

 

項
を
配
布
し
、
中
国
理
解
の
た
め

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

う
れ
し
い
反
応
！ 

私
た
ち
の
７
・
７
の
行
動
に
対
し

て
、
馬
小
菲
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う

な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。 

「
弟
（
馬
英
飛
）
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
ら
、
写

真
が
出
て
き
た
。
ク
リ
ッ
ク
し
て
拡

大
し
た
ら
、
小
林
先
生
の
写
真
で

し
た
。
（
私
が
マ
イ
ク
を
も
っ
て
、
７
・

７
の
宣
伝
を
し
て
い
る
も
の
）
こ
れ

は
、
日
本
に
い
る
中
国
人
で
は
な

く
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
中
国

人
の
も
の
で
し
た
。
彼
は
『
日
本
に

お
わ
り
に 

戦
争
法
案
の
参
議
院
で
の
審
議
が

始
ま
り
ま
し
た
。
日
中
会
員
な
ら

で
は
の
草
の
根
の
友
好
運
動
を
前

進
さ
せ
、
強
行
採
決
が
で
き
な
い

状
況
を
つ
く
り
出
し
ま
し
ょ
う
。 

暑
い
日
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
健
康

に
留
意
し
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ

う
に
「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」

の
と
り
く
み
に
全
力
を
あ
げ
ま
し

ょ
う
！ 

 

  

７
月
７
日
、
日
中
岡
山
支
部
は
。

天
満
屋
ア
リ
ス
の
広
場
前
で
街
頭
宣

伝
を
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
の

訴
え
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
二
種
類

の
ビ
ラ
を
配
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
竹
内
理
事
長
、
宇
野

支
部
長
、
小
林
事
務
局
長
、
河
井

理
事
、
井
上
監
査
、
中
国
帰
国
者
の

山
根
さ
ん
、
平
和
委
員
会
の
中
尾

さ
ん
、
そ
し
て
日
中
倉
敷
支
部
の
犬

飼
さ
ん
（
初
め
て
の
参
加
）
の
計
８
人

で
す
。 

 
今
回
は
、
１
９
３
１
年
９
月
１８
日

の
柳
条
湖
事
件
か
ら
、
１
９
３
７
年

も
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
』
と
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

こ
の
話
を
聞
い
て
、
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
日
中
岡
山
支
部
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に 

日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
毎
年
、
７
月
７
日
の

盧
溝
橋
事
件
か
ら
９
月
１８
日
の
柳
条
湖
事
件
ま

で
を
「
不
再
戦
・
平
和
友
好
期
間
」
と
定
め
、
全
国

各
地
で
街
頭
宣
伝
や
記
念
集
会
・
学
習
会
を
開

い
て
い
ま
す
。 

戦
後
７０
年
の
今
年
は
、
安
倍
政
権
の
「
戦
争

す
る
国
」
づ
く
り
を
目
指
す
戦
争
法
案
を
廃
案

に
追
い
込
む
戦
い
と
結
合
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
と
り
く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

安
倍
首
相
が
、
戦
争
法
案
を
合
理
化
す
る
理
由

と
し
て
「
日
本
を
取
り
ま
く
安
全
保
障
環
境
は
一

層
厳
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
中
国
の
台
頭
（
脅

威
）
を
口
実
に
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

い
ま
こ
そ
、
日
中
不
再
戦
は
「
憲
法
９
条
を
生
か

す
道
！
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
て
活
動
し
て
い
る
、

私
た
ち
の
出
番
で
す
。 

 

も
う
ひ
と
つ
の
七
夕 

─

盧
溝
橋
事
件
７８
周
年
の
宣
伝─

 

 

商
店
街
の
活
性
化
と
平
和
の
願
い
が
一
体
化 

 こ
の
日
、
表
町
商
店
街
に
は
、
第

１７
回
平
和
七
夕
祭
り
の
横
断
幕

と
竹
の
笹
に
願
い
を
書
い
た
短
冊
が

掲
げ
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
折
り
鶴

が
つ
る
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

日
中
岡
山
支
部
は
、
太
極
拳
愛

好
者
を
中
心
に
「
平
和
と
健
康
を

求
め
て
」
と
書
か
れ
た
折
り
鶴
が
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
前
に
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

商
店
街
の
中
心
に
は
、
岡
山
市

内
の
小
学
生
か
ら
「
喜
び
・
平
和
・

絆
・
助
け
合
い
・
心
・
人
を
思
う
」
な

ど
と
書
い
た
習
字
が
目
を
ひ
き
ま

し
た
。 

商
店
街
の
活
性
化
と
平
和
の
願
い

が
一
体
と
な
っ
た
風
景
は
、
こ
の
時

期
の
恒
例
行
事
と
な
り
、
す
っ
か
り

定
着
し
ま
し
た
。 
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７
月
７
日
の
盧

溝
橋
事
件
、
そ

し
て
１
９
４
５
年

の
日
本
の
敗
戦

ま
で
中
国
全
土

へ
の
侵
略
戦
争

を
お
し
す
す
め

た
、
日
本
軍
の

写
真
を
載
せ
た

ビ
ラ
を
配
り
ま

し
た
。 

同
時
に
、
中
国

百
科
検
定
（
中

国
の
歴
史
・
地

理
・
文
化
・
政
治

経
済
な
ど
を
問

う
）
に
実
施
要



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１４
日
（金
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

とき 毎月第４金曜日午後２時～５時 

ところ 岡山市岡輝公民館 

会費 資料代のみ 

講師 青木康嘉さん 

形式 毎回テーマを決め、参加者がそれぞれの条件

に応じてテーマごとに事前学習をして、感想を述べ合

い、講師の補足コメントで理解を深める。参加希望者は

会の世話人・中庭克之さん（電話０８６－２６４－８６９０）

まで。事前予約なしでも当日参加できます。 

演
し
ま
す
。
日
中
友
好
協
会
岡

山
支
部
が
協
賛
し
ま
す
。 

「
私
た
ち
は
歴
史
の
素
人
、
中

国
の
現
代
史
を
学
ぶ
こ
と
は
日

本
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
で

す
。
歴
史
の
細
部
で
は
な
く
、
朝

鮮
を
含
め
て
侵
略
さ
れ
た
側
の

悲
劇
を
改
め
て
勉
強
し
た
い
」

と
、
会
の
世
話
人
は
話
し
て
い
ま

す
。
学
ぶ
会
の
要
項
は
次
の
通

り
で
す
。 

戦
後
最
悪
と
い
わ
れ
る
日
中
関

係
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

中
国
の
現
代
史
を
学
ぶ
会
が
発

足
し
ま
し
た
。
２
年
間
の
シ
リ
ー
ズ

で
す
。
会
場
は
岡
山
市
岡
輝
公
民

館
（
岡
山
市
立
図
書
館
南
）
。 

第
一
回
は
８
月
２８
日
（
金
）
午

後
２
時
か
ら
で
す
。
講
師
は
歴
史

研
究
者
・
青
木
康
嘉
さ
ん
。 

開
講
記
念
と
し
て
「
満
州
事
変

の
今
日
的
意
義
」
の
タ
イ
ト
ル
で
講

８月２９日（土）ライフパーク倉敷 ①１１時 ②１３時 

９月２２日（火）天神山文化プラザ 

①１０時３０分 ②１２時３０分 ③１４時３０分 

料金 前売 1,100円/当日 1,500円 

中
国
現
代
史
を
学
ぶ
会
始
ま
る 

―
会
員
を
募
集
し
ま
す
― 

三
さん

線
しん

師範 頭
こおべ

を垂れる 
谷本 薫 

友人の案内で４か月前に入会した、日中友好協会岡山支部主催の

太極拳教室、学習が進むにつれ、先生方はもちろん、受講生の皆さん

の若々しさに、驚きを募らせていました。 

 そんな折、毎年恒例の夏の飲み会が私が紹介した沖縄料理店「あた

らし屋」で開催された。オーナーは、岡山人でありながら沖縄をこよなく

愛し、三線の師範となり、ともに料理をマスターし地元に戻られた方。 

その会食と音楽は会の皆さんを魅了した。 

仕上げのライブでは、今回の飲み会の趣旨となった、岡山支部理事

長、竹内先生の米寿のお祝い。重ねて、入会３年余の行地さんの婚約

報告。ダブルの祝宴となった。 

ラストソングは沖縄民謡の祝宴の歌。テーブルが軸となり、みんなの

踊りも始まった。 

続く共演、奏者と演者のバトル。勝者は太極拳のメンバー。 

師範も頭を垂れる 

   鍛錬の成果かな 

  

日
中
友
好
協
会
第
４７
回
全
国

き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
岡
山

か
ら
４
人
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

 

竹
内
宜
子
さ
ん
は
、
「
こ
う
た

い
」
が
優
秀
作
に
、
「
場
所×

Ⅲ

（
直
島
）
」
が
佳
作
に
、
佐
々
木
ふ

さ
子
さ
ん
は
、
「
南
京
爽
風
」
が

入
選
作
に
、
「
上
海
の
恋
人
達
」

が
準
入
選
作
に
、
新
井
佳
代
子

さ
ん
も
「
乙
女
椿
」
が
準
入
選
作

に
、
加
藤
奈
津
子
さ
ん
は
「
蛙
」

が
準
入
選
作
に
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。 

 

岡
山
の
き
り
え
の
水
準
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

日
中
友
好
協
会 

第
４７
回
全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル 

 

岡
山
か
ら
の
入
選
者 

「
中
国
百
科
検
定
」
は
、
全
国

各
地
で
、
か
つ
て
な
い
規
模
で
の

広
報
宣
伝
活
動
が
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
努
力
が

受
験
申
込
に
思
う
よ
う
に
つ
な
が

ら
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。 昨

年
は
、
「
想
定
問
題
集
」
発

効
後
に
受
験
申
し
込
み
が
大
幅

に
増
え
ま
し
た
。
「
こ
れ
な
ら
合

格
で
き
る
」
と
の
思
い
を
持
て
な

け
れ
ば
、
受
験
に
踏
み
切
れ
な
い

方
も
多
い
の
が
実
情
で
す
。
８
月

７
日
（
金
）
の
受
験
申
し
込
み
締

め
切
り
日
ま
で
の
約
一
週
間
。

「
こ
れ
さ
え
勉
強
す
れ
ば
合
格
間

違
い
な
し
」
と
「
中
国
百
科
検
定

中
国
百
科
検
定
申
し
込
み
締
切
間
近 

問
題
集
を
勉
強
す
れ
ば
合
格
間
違
い
な
し
！ 

問
題
集
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

会
員
・
準
会
員
を
は
じ
め
と
し
た

多
く
の
皆
さ
ん
に
受
験
を
し
て
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
申
し
込
み

締
切
か
ら
受
験
日
ま
で
勉
強
す
る

時
間
は
十
二
分
に
あ
り
ま
す
。 

こ
の
点
も
考
慮
し
て
ぜ
ひ
受
験

の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
く

重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


